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１８５９年の仏・墺戦争の勃発に際して，ダービー卿（Edward George Geoffrey Smith
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連は――かつて１世紀ほど前に，大ピット（William Pitt, the Elder，１７０８―７８）［ウ
ィッグ党の指導者。ジョージ３世の信任を得て，イギリスを海外に活路を見い出す帝国主義国家
へと発展させた。訳注］が主張していたように――，イギリスの国益がヨーロッパ
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